
区　分 職　種 採用予定数 受　験　資　格

高卒程度

市長部局・議会・各種委員会などで事務に従事します。
一般事務 3 人程度 平成元年 4 月 2 日～平成 9 年 4 月 1 日までに生まれた人

一般事務
( 身体障がい者対象 ) 1 人程度

昭和 60 年 4 月 2 日～平成 9 年 4 月 1 日までに生まれた
人で、身体障がい者手帳の交付を受け、自力により通勤が
でき、かつ介助なしで職務の遂行が可能な人。また、活字
印刷文による出題及び口頭による面接試験に対応できる
人

資格
免許職

教育委員会で、学芸員及び事務の職務に従事します。
なお、学芸員として採用されますが、市長部局などへ異動することや、一般行政の事務に従事
することもあります。

一般事務
（学芸員） 1 人程度

昭和 60 年 4 月 2 日以降に生まれた人で、次の各号のい
ずれにも該当する人
⑴ 大学または大学院で歴史学（考古学含む）を専攻して卒

業した者または卒業見込みの人
⑵ 博物館法に定める学芸員の資格を有する人または資格

取得見込みの人
⑶ 阿蘇市の歴史や文化財に興味関心があり、文化財の調

査・指定・管理、埋蔵文化財の保護などの業務に従事し
た経験がある人

市長部局などで、社会福祉職及び事務の職務に従事します。

社会福祉士 1 人程度
昭和 60 年 4 月 2 日以降に生まれた人で、社会福祉士の
免許を有する人または平成 26 年度実施の国家試験で取得
する見込みの人
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勇往邁進。
切り拓け、阿蘇市の未来―。

平成26年度�阿蘇市職員採用試験
願書受付�7月28日～ 8月15日　

　“世界に誇る阿蘇”で誰もが安心して暮らせるまちづくりを目指して働きませんか？
　市では、平成 27 年 4 月採用の職員を募集します。

●第 1次試験日　　9 月 21 日 ㈰
●第 1次試験地　　熊本県立阿蘇中央高校（阿蘇校舎）　[ 阿蘇市一の宮町宮地２４６０]
●受付期間　　　　7 月 28 日㈪～ 8 月 15 日㈮　午前 8 時 30 分～午後 5 時（但し、土・日曜日は除く）
※郵送申込みは、8 月 15 日㈮までの消印があるものに限り受け付けます。

●試験区分等

●申込書の請求方法

直接取りに来る場合 阿蘇市役所 2 階　総務課人事係　に用意してあります。

郵送で請求する場合
封筒の表に「阿蘇市職員採用試験申込書請求」と朱書きし、140 円切手を貼っ
た宛先明記の返信用封筒（Ａ 4 サイズが入るもの）を同封の上、「〒 869-2695
阿蘇市役所　阿蘇市総務課人事係」に請求してください。

インターネットからダウ
ンロードする場合

阿蘇市のホームページ（http://www.city.aso.kumamoto.jp/）にアクセスして、
申込書（PDF 形式）をダウンロードしてください。なお、Ａ 4 サイズの厚紙（官
製はがき程度の厚さで白紙）を使用してください。

上記試験の合格者は、10 月下旬に阿蘇市役所で第 2 次試験（面接など）を行います。

試験に関するお問い合わせ：市役所　総務課人事係　☎２２－３１１１



すべての病院・医院の 電話相談処方せん受付 24時間対応！！
2014年8月6日移転！！

あそ中央薬局
〒869-2225　阿蘇市黒川1249
TEL:0967-34-0948　FAX:0967-34-0949
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人 権 作 文
家族や身近な人との関係を見つめ直し、
人権や差別について話し合う機会を持ちましょう。

人権について語り合いましょう

ぼ
く
の
う
ん
ど
う
会

坂
梨
小
学
校
２
年　
渡
邊　
薫

　
き
の
う
は
、
ぼ
く
の
う
ん
ど
う

会
が
あ
り
ま
し
た
。
は
じ
め
に
、

か
け
っ
こ
を
し
ま
し
た
。

　

つ
ぎ
に
、
ダ
ン
ス
を
し
ま
し

た
。
お
ど
り
な
が
ら
、
お
父
さ
ん

は
も
う
来
た
か
な
と
思
っ
て
さ
が

し
た
け
れ
ど
、
見
つ
け
き
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。
ぼ
く
は
、
ま
だ
来
て

い
な
い
の
か
な
あ
と
思
い
ま
し

た
。

　
お
昼
に
な
っ
た
の
で
、
テ
ン
ト

に
行
き
ま
し
た
。
テ
ン
ト
に
は
、

ば
あ
ち
ゃ
ん
と
お
か
あ
さ
ん
が
す

わ
っ
て
い
ま
し
た
。
お
か
あ
さ
ん

が
、

「
は
い
、
手
を
ふ
き
な
っ
せ
。
」

と
言
っ
て
お
手
ふ
き
を
く
れ
ま
し

た
。
お
に
い
ち
ゃ
ん
が
、

「
き
ち
い
。
」

と
言
い
な
が
ら
テ
ン
ト
に
来
ま
し

た
。
お
か
あ
さ
ん
が
、

「
た
く
さ
ん
食
べ
な
っ
せ
。
つ
か

れ
た
ろ
。
」

と
言
っ
た
の
で
、
ぼ
く
は

「
う
ん
。
」

と
言
っ
て
、
お
さ
ら
に
た
ま
ご
や

き
と
お
に
ぎ
り
と
か
ら
あ
げ
を
入

れ
て
食
べ
ま
し
た
。
食
べ
て
い
た

人 権 作 文 平成25年度　阿蘇市人権作文集「かけはし」より　※学年は平成25年度時点。

ら
お
父
さ
ん
が
来
た
の
で
、
ぼ
く

が
、

「
あ
っ
、
お
と
う
さ
ん
何
時
に
み

や
ざ
き
を
出
て
き
た
と
。
」

と
聞
き
ま
し
た
。
お
父
さ
ん
は
、

「
朝
の
四
時
た
い
。
」

と
、
に
こ
に
こ
し
て
言(

い)

い
ま

し
た
。
ぼ
く
が
、
び
っ
く
り
し
て

「
は
や
ぁ
い
。
」

と
言
っ
た
ら
お
か
あ
さ
ん
が
、

「
か
お
る
と
は
る
き
の
運
動
会
ば

見
ら
な
ん
け
ん
、
お
父
さ
ん
は
早

く
出
て
来
た
と
よ
。
」

と
ぼ
く
と
に
い
ち
ゃ
ん
を
見
な
が

ら
言
っ
て
、
お
父
さ
ん
の
お
さ
ら

に
お
に
ぎ
り
を
入
れ
ま
し
た
。
お

父
さ
ん
が
、
お
に
ぎ
り
を
一
口
食

べ
て

「
お
か
あ
さ
ん
が
つ
く
っ
た
と

は
、
お
い
し
か
ね
ぇ
。
」

と
ニ
コ
ニ
コ
し
て
言
っ
た
の
で
、

ぼ
く
た
ち
も
、

「
う
ん
、
お
い
し
か
ね
。
」

と
言
っ
て
た
く
さ
ん
食
べ
ま
し

た
。
ご
は
ん
を
食
べ
お
わ
っ
て
お

う
え
ん
せ
き
に
行
こ
う
と
し
た

ら
、
お
父
さ
ん
が
、

「
リ
レ
ー
は
、
は
や
く
は
し
ら
な

ん
ば
い
。
バ
ー
ッ
と
行
か
な
ん

ぞ
。
」

と
、
う
で
を
ふ
る
ま
ね
を
し
な
が

《
先
生
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
》

ら
言
い
ま
し
た
。
ぼ
く
は
、

「
わ
か
っ
た
。
」

と
言
っ
て
く
つ
を
は
き
ま
し
た
。

ぼ
く
は
、
お
父
さ
ん
が
見
て
い
る

か
ら
、
は
や
く
は
し
ろ
う
と
思
い

ま
し
た
。

　

薫
さ
ん
の
お
父
さ
ん
は
、

宮
崎
に
単
身
赴
任
さ
れ
て
い

ま
す
。「
運
動
会
に
は
お
父
さ

ん
が
帰
っ
て
来
て
く
れ
る
。」

と
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。

当
日
は
、
リ
レ
ー
や
大
玉
転

が
し
で
大
活
躍
す
る
姿
を
見

て
も
ら
っ
て
と
て
も
嬉
し
そ

う
で
し
た
。
お
父
さ
ん
も
、

薫
さ
ん
と
春
樹
さ
ん
が
頑

張
っ
て
い
る
姿
に
喜
ば
れ
て

い
ま
し
た
。
お
父
さ
ん
に
時
々

し
か
会
え
な
い
け
れ
ど
お
母

さ
ん
の
手
伝
い
を
す
る
な
ど

頑
張
っ
て
い
る
薫
さ
ん
で
す
。

学
級
で
家
族
と
自
分
を
見
つ

め
る
学
習
へ
つ
な
げ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

広
告
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CITY INFORMATION 市 役 所からのお知らせ

　
在
お
持
ち
の
保
険
証
（
オ
レ

ン
ジ
色
）
の
有
効
期
限
は
、

平
成
26
年
７
月
31
日
ま
で
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
新
し
い
保
険
証
（
水
色
）
は
、
７

月
中
に
簡
易
書
留
で
郵
送
し
ま
す
の

で
、
８
月
１
日
か
ら
は
新
し
い
保
険

証
を
お
使
い
く
だ
さ
い
。

【
後
期
高
齢
者
医
療
】

８
月
か
ら
新
し
い
保
険
証
を
ご
使
用
く
だ
さ
い

●
ほ
け
ん
課 

高
齢
者
医
療
係　
☎
２
２
‐
３
１
４
５

現

　
新
し
い
保
険
証
に
記
載
し
て
あ
る

一
部
負
担
金
の
割
合
は
、
平
成
26
年

度
の
市
町
村
民
税
の
課
税
標
準
額
を

も
と
に
判
定
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、現
在
お
持
ち
の
保
険
証（
オ

レ
ン
ジ
色
）
は
、８
月
１
日
以
降
に
、

ハ
サ
ミ
な
ど
で
裁
断
の
う
え
、
破
棄

し
て
く
だ
さ
い
。

上記条件に該当しない世帯の
被保険者

※新しい保険証は裏面に臓器提供意思表示ができるよ
うになりましたので、臓器提供の意思表示をする際は、
ボールペンで記入してください。なお、個人情報保護
のためのシールを担当窓口に用意しています。

同一世帯の後期高齢者医療被
保険者のうち、市町村民税の
課税標準額が１４５万円以上
ある人がいる世帯の被保険者

３割

１割

　
現
在
お
持
ち
の
「
限
度
額

適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認

定
証
」（
オ
レ
ン
ジ
色
）
の

有
効
期
限
は
７
月
31
日
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
引
き
続
き
該
当
す
る
方
に

は
、
新
し
い
「
限
度
額
適

用･

標
準
負
担
額
減
額
認
定

証
」（
水
色
）
を
７
月
中
に

簡
易
書
留
で
郵
送
し
ま
す
の

で
、
８
月
１
日
か
ら
ご
使
用

く
だ
さ
い
。

●
新
規
の
申
請
に
つ
い
て

　
低
所
得
者
Ⅰ・Ⅱ
の
方
で
、

現
在
「
限
度
額
適
用
・
標
準

負
担
額
減
額
認
定
証
」
を
お

持
ち
で
な
い
方
が
入
院
す
る

場
合
に
は
、
こ
の
認
定
証
が

必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
市

役
所
ほ
け
ん
課
ま
た
は
各
支

所
窓
口
で
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

　
な
お
、現
役
並
み
所
得
者
、

一
般
所
得
者
の
方
は
該
当
し

ま
せ
ん
。（
下
表
を
参
照
）

●
申
請
に
必
要
な
も
の　

▼�

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証

▼
印
か
ん

区分 一部負担金の上限額 食事代（１食当たり）

現役並み所得者 ( ※ 1)
80,100 円＋ ( 総医療費
－ 267,000 円）×１％ 260 円
4 回目から 44,400 円

一般所得者 ( ※ 2) 44,400 円 260 円

低所得者Ⅱ ( ※ 3) 24,600 円 過去 12 か月で 90 日までの入院　　210 円
過去 12 か月で 91 日目からの入院　160 円 ( ※ 5)

低所得者Ⅰ ( ※ 4) 15,000 円 100 円

※ 1 現役並み所得者とは、同一世帯の被保険者に課税所得が 145 万円以上の方がいる場合
※ 2 一般所得者とは、現役並み所得者、低所得者Ⅱ、低所得者Ⅰ以外の方。
※ 3 低所得者Ⅱとは、被保険者の属する世帯の全員が住民税非課税の方。
※ 4 低所得者Ⅰとは、被保険者の属する世帯の全員が住民税非課税で、世帯全員の各所得        

が 0 円となる方。（年金収入のみの場合は、80 万円以下の方）
※ 5 入院期間が 90 日を超えた場合は、申請により食事代が 160 円になります。

申
請
が
必
要
で
す

一部負担金の割合（病院などでの窓口負担）

後期高齢者医療限度額適用・標準負担額減額認定証も更新されます
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あ
な
た
の
身
体
、
大
丈
夫
？

複
合
健
診
を
受
け
て
、
健
康
管
理
を
万
全
に
！

●
一
の
宮
保
健
セ
ン
タ
ー　
☎
２
２
‐
５
０
８
８

　
合
健
診
は
、
糖
尿
病
や

脳
卒
中
な
ど
の
生
活
習

慣
病
の
予
防
や
が
ん
の
早
期
発

見
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
生
活
習
慣
病
や
が
ん
は
、
自

覚
症
状
が
な
い
ま
ま
進
行
し
ま

す
。
こ
の
健
診
を
受
け
て
病
気

を
発
見
し
、
症
状
の
抑
制
や
改

善
に
つ
な
が
っ
た
と
い
う
事
案

も
多
く
あ
り
、
定
期
的
に
受
診

す
る
こ
と
が
な
に
よ
り
も
重
要

複

で
す
。

　
健
診
の
費
用
も
、
市
が
費
用

の
一
部
を
助
成
す
る
こ
と
で
、

一
般
的
な
費
用
に
比
べ
、
格
段

に
安
く
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

た
っ
た
数
時
間
の
健
診
が
、

一
生
を
左
右
す
る
結
果
に
つ
な

が
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
面
倒

と
思
わ
ず
に
、
健
診
を
受
け
て

ご
自
身
の
身
体
を
も
う
一
度
見

つ
め
直
し
ま
し
ょ
う
。

健診日 健診実施場所
7 月 25 日㈮ 中通公民館
7 月 26 日㈯・27 日㈰ 阿蘇保健福祉センター
7 月 28 日㈪・29 日㈫ 阿蘇西小学校
7 月 30 日㈬・31 日㈭ 波野保健福祉センター
8 月 1 日㈮ 坂梨公民館
8 月 2 日㈯ 旧乙姫小学校
8 月 3 日㈰・4 日㈪ 一の宮体育館
8 月 5 日㈫ 古城公民館
8 月 6 日㈬ 山田小学校
8 月 7 日㈭ 尾ヶ石東部小学校
8 月 8 日㈮・9 日㈯・10 日㈰・11 日㈪ 阿蘇体育館（第２体育館）
8 月 16 日㈯・17 日㈰ 一の宮保健センター
8 月 18 日㈪ 役犬原ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ
8 月 19 日㈫・20 日㈬・21 日㈭ 阿蘇小学校
8 月 22 日㈮ 一の宮体育館
8 月 23 日㈯ 一の宮保健センター

●健診の日程

健診項目 対象者 自己負担額 実際にかかる
健診料金

30歳代健康診査 ( 医師の診察、問診、身体計測、
血液・尿検査、心電図 )

国保加入者で平成 26 年度に
30 歳～ 39 歳になる人 500円 7,800円

特定健康診査 (医師の診察、問診、身体計測、血液・
尿検査、心電図 )

国保加入者で平成 26 年度に
40 歳～ 74 歳になる人 500円 7,800円

後期高齢者健康診査 ( 医師の診察、問診、身体
計測、血液・尿検査 ) 後期高齢者医療加入者 800円 7,560円

肝炎ウイルス検診
＊これまでに受診した方は対象外です。 40 歳以上の男女 400円 2,540円

前立腺がん検診（採血） 50 歳以上の男性 300円 1,650円

胸部レントゲン検診 ( 肺がん・結核検診 ) 40 歳以上の男女（妊婦を除く） 300円 1,890円

胃がん検診（バリウムを飲んでレントゲン撮影） 40 歳以上の男女（妊婦を除く） 700円 4,680円

大腸がん便潜血検査（便潜血 2 日法） 40 歳以上の男女 300円 1,690円

超音波検診（上腹部に超音波をあて検査） 30 歳以上の男女　 600円 3,500円

子宮頸がん検診 20 歳以上の女性 600円 4,100円

乳がん
検診

乳房超音波検査 30 歳以上の女性 400円 2,580円

乳房レントゲン検査 ( マンモグラフィ ) 40 歳以上の女性 800円 4,860円

●健診内容

★

★

★

★

★ このマークの検診は、節目年齢の方は検診料金が無料です。無料検診対象者には、個別に通知します。

過去２年に、健診を受けたことがある方には健診セット（問診票など）をお送りします。
今回、初めて健診を希望する方は、事前に一の宮保健センター（☎２２ ‐ ５０８８）に
お申し込みください。


